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個人レベルのアジア交流が盛んで、ビジネス感覚のある都市を目指して欲しい。 

―― 上海市対外服務有限公司 日本部部長 畑伴子氏 

 

 

 

中国の成長でアジア全体が変わった 25 年 

私は大学まで福岡で過ごしましたが、就職が

日本航空の客室乗務員に決まっていましたの

で、卒業後福岡を離れることになると思ってい

ました。しかし配属先が福岡基地となりまして、

卒業しても２年間引き続き福岡で生活をする

ことになりました。その後福岡を離れたのです

が、以降現在に至るまで 25 年余り、恐らく１

ヶ月以上海外に出なかった時期はなかったの

ではないかと思います。 

こういう私の経歴から 25 年を振り返ると、

何はさておき、世界全体の国際化・グローバル

化が進んだと言えるのではないでしょうか。そ

して特に、中国の成長でアジア全体が変わった

と強く思います。 

私は 30 代前半に主人の転勤のため離職して

上海に移り住んだのですが、当初私は、中国は

最も行きたくない国だと思っていたものです。

しかしその後、中国の急成長に従って、中国を

舞台に日本人だけでなく、香港人、台湾人、シ

ンガポール人、マレー人など各地域の人々が中

国語を使ってビジネスを進めるようになり、ま

さに中国の成長が起爆剤となって、アジアが一

体となって変わってきた時代を体験しました。

その中で私は、日本も含めてアジアが一体化し

た人材マーケットで、国際間の人材移動を支援

するビジネスを育てることが出来ました。ほん

の６、７年前の 2004 年末に、パソナグループ

のグローバル人材サービス事業としてパソナ

グローバルを立ち上げた当初は、誰もこのよう

なビジネスに理解・関心を示さなかったので、

隔世の感を禁じ得ません。 

 

ボーダレスを当然の感覚にする 25 年 

直近の３年間、世界はリーマン・ショックで

ゆれていましたが、中国に至っては投資ブーム

が続いてきた状態です。21 世紀はアジアの時

代だと言われますが、まさにこれからも世界の

流れとは別の、アジア中心の時代が続くのでは

ないかと思います。 

過去は「日本人」というだけで、そのブラン

ド力からアジアでは信頼感が得られたのです

が、現在はそうではありません。アジア中心の

時代がこれからも続いて、人材や労働の流れが

ボーダレス化するに従って、日本人のステータ

スは低下していくのではないかと考えられま
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す。 

日本人はこの人材や労働のボーダレス化を

意識はしているかもしれませんが、まだ日本全

体で本当の意味で当然なものにはなっていま

せん。次の 25 年はこのボーダレス化が日本人

にとっても当然の感覚になっていくことを期

待しています。そして、その中で個々人が日本

人や福岡人、博多人としてステータスを上げて

いくことが重要だと思います。 

 

日本企業は変わらないといけない 

日本全体が人材や労働のボーダレス化に対

応できるようになるためには、様々な課題があ

ります。特に深刻なのはグローバル人材マーケ

ットの変化の速さに対する意識のなさではな

いかと思います。 

私がパソナグローバルを立ち上げた当時、日

本企業の間では、優秀な外国人スタッフは本社

採用にすることで確保できると考えられ、そう

いう人事が実践され始めました。しかし、10

年も経ってない現在ですが、毎年 10%近い経

済成長を遂げ、賃金もそれに合わせて伸びてき

ているアジアで、日本本社処遇というだけで人

材を定着させられるのはもう過去の話になっ

ています。 

また、日本企業は外国人を本社採用で雇用し

ても活用しきれてきませんでした。出身国との

ビジネスを進めるために雇用したり、企業その

もののグローバル化を進めるために採用した

りしてきましたが、長期に貢献する人材は多く

はありません。、日本企業では外国人スタッフ

がキャリアパスを描けなかったり、言葉にしな

ければ外国人には伝わらないことが言葉にさ

れていなかったり、信賞必罰の評価制度がなか

ったりと、過去の日本企業の人事や企業統治の

やり方を変えてきませんでした。 

こういった日本企業の独自性が、外国人や留

学生の採用が進まない状況を作り出していま

す。もちろん日本企業には日本企業の良いとこ

ろがあると思いますので、良いところを残しつ

つも、ボーダレスになる世界に対応できるよう

に変わっていかなければいけないと思います。

また、これまではアメリカ発のビジネスのやり

方がグローバルスタンダードと思われがちで

したが、これからは変わってくることを認識し

ておかなければならないと思います。 

 

地方の官はアジアを見習うべし 

企業に限らず、政府も変わる必要があると思

います。特に九州の自治体はとても国際化に対

応できる体制にあるとは思えないほど力が弱

いです。先般、福岡県を含む九州の官が中心と

なり、上海で観光 PR 活動を行いましたが、そ

の活動に共同で参加したいという民間企業が

断られたそうですし、PR の場に呼ばれた人数

が 100 人に満たなかったと聞いています。他

方、関西は広域の観光 PR と同時に、経済界か

らもミッションを派遣して商談会を行うなど、

の活動を進められました。九州は新幹線の開通

などで狭くなってきているにも関わらず、九州

全体で一体化しておらず、官民の隔たりがまだ

大きいと思います。 

企業誘致に関しても遅れています。無錫、常

州、昆山といった私が中国に渡った当初はただ

の田舎町だった地域が、今やグローバル製造業

が集積する大都市に変わっています。彼らは、

東京など海外に頻繁に出向いて誘致活動を行

い、企業の誘致実績を自治体の人事考課の指標

にして、周辺の開発区同士で熾烈な誘致合戦を

10 数年前から行ってきたからです。その傍ら、

日本、特に九州の自治体は、企業が来てくれる

と思ってもいない方が多いのではないでしょ

うか。今般の震災で、東北から中国に拠点を移

す製造業を九州で誘致する動きもあるようで

すが、少なくとも福岡は九州の窓口として率先

して海外企業の誘致活動に取組むべきだと思
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います。九州新幹線は福岡と九州各県の距離を

縮めていますので、福岡は他県の観光宣伝をす

るだけではなく、九州のいずれの地でもいいの

で、産業に来てもらう動きをすることが重要だ

と思います。 

もちろん円高やアジア各国と比較すると高

い人件費等、海外企業が立地するハードルは高

いと思いますが、例えば宮崎に進出している中

国の食品製造業が、日本の安心安全や高品質を

ブランドに中国消費者向けのビジネスを展開

しているように、九州の地の利を活かしたビジ

ネスに可能性はあります。中国では日本製の粉

ミルクが人気ですし、多くの食品製造業は台湾

での製造工程を少しでも残して「台湾製」を死

守していますが、中国の消費者が安心を買う消

費行動を取っていることを認識すべきだと思

います。 

 

個人レベルの交流をもっと盛んに行うべし 

アジア向けの PR をするにしろ、ビジネスを

するにしろ、不可欠なのは人材です。私はこの

ような人材は外国人などを外部から招聘する

のと同時に、地元からもっと育てていくべきだ

と思います。現在私は中国にある日系の大手製

造業の駐在員 200 名ほどに対する語学研修の

支援をしているのですが、これら現場で働いて

いる社員のスケジューリングは至難の業です

し、働きながら語学を勉強するには自ずと限界

があります。むしろ学生の段階から勉強をさせ

るのがいいのではないかと思っています。 

私が卒業した筑紫丘高校は、卒業生の恐らく

半数以上が関東や関西に進学・就職していった

と思います。例えばこの進学先に北京の清華大

学や上海の復旦大学を目指せるような仕組み

や交流制度を整えてはどうでしょうか。中国留

学による学生個人としてのリターンも高まっ

ていますし、何よりも関東や関西に出て行くよ

り学費も生活費も安く済みます。韓国政府や財

閥はこのような観点から、学生を中国留学に政

策的に送り込んでいますが、日本の企業も採用

時の評価の基準を変えたり、学校も中国の大学

との交流の制度を増やしていったりしてはど

うでしょうか。理系は中国・アジアから学べる

事は多くない現状ですが、文系にとっては中国

留学でも十分将来につながる知識、経験を蓄積

で、ステータスになる時代になると思います。 

個人的には、先ほど申し上げたように家庭の

都合で中国に行かざるを得なかったのですが、

たまたま中国で人材業が未成熟な時期に人材

ビジネスを始める事になりました。私の渡航先

が欧米でしたら、恐らくこのようなビジネスは

できなかったと思います。伸びていく国で、特

定の分野について成長するビジネスに携われ

るチャンスはまだまだあると思います。 

 

危機感とビジネス感覚を持つべし 

フォーチュン 500 企業の本社所在地が最も

多い都市が東京だということをご存知でしょ

うか。都市別で見るとアメリカの大企業の立地

は分散しているので、当然といえば当然かもし

れませんが、日本は東京がトップであるだけで

なく、大阪もトップテンに入っていました。そ

れだけ日本は極端に東京や関西に経済が集中

している社会だと思います。そのためか、福岡

の人々は経済やビジネスにあまり鋭い感覚を

持っていないと思います。福岡が住みやすい都

市であることはいいことですが、住みやすい都

市を維持するためにも経済を成長させる必要

があるのではないでしょうか。 

個人的な経験で言いますと、５月に日経ビジ

ネスで九州特集が刊行された際、ちょうど福岡

にいましたので、福岡にある大型書店をまわり

ました。東京では書店でバックナンバーも含め

て全て取り揃えてあるはずのこの雑誌が、残念

ながらどこにも置いていなかったのです。支店

経済がそうさせるのか、人々の経済に対する気
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づきが少なく、のんびりしすぎて危機感がない

と感じています。そのため、九州に U ターン

で戻ってくるケースは、東京で働き終わってリ

タイヤしてからが多いのではないでしょうか。 

また、中国・アジアの国々に対する理解が進

んでいないと感じます。いまだに「中国人観光

客はうるさい」と言うような旅行業の方がいま

すが、中国では急激に九州よりはるかに多くの

５つ星クラスのホテル開業し、多くの中国人客

が利用しています。彼らは世界トップレベルの

サービスを体験していますので、むしろ変わら

ないといけないのは日本側のサービスかもし

れません。 

このような人々の危機感や経済への気づき

を醸成するためには、県・市といった政府や経

済界、銀行等は率先して動くべきだと思います。

沖縄県の取り組みを参考にするのもいいかも

しれませんが、財政を使って、大規模な観光客

誘致活動をしたり、大企業を誘致したり育てた

り、多数の学生を留学させたりして、人々の視

点を変える仕組みを仕掛けるべきだと思いま

す。 

福岡空港から飛ぶ中国便は、今や日本航空も

全日空もありません。全てが東方、国際や南方

航空といった中国の航空会社の便で、それぞれ

の航空会社の機材を使っています。このような

日中のバランスが取れていない福岡の状況が、

危機感をもって変わっていくことを願ってい

ます。 

インタビュー日：2011/7/29 文責：URC 天野 
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